
計画の名称

福井・坂井の農業農村再生計画

計画策定主体

福井県

対象市町村

福井市・あわら市・坂井市

計画の期間

平成22年度～平成26年度（5年間）

計画の目標

定量的指標

対象事業
（単位：千円）

地区名 事業実施主体 工　期 備　考

経営体育成基盤整備事業

（一般型） H22～H23 61,368  

経営体育成基盤整備事業

（一般型） H22～H24 60,494  

経営体育成基盤整備事業

（一般型） H22～H25 323,776  

経営体育成基盤整備事業

（一般型） H22～H26 2,651,000  用排水路 L=53.2km、暗渠排水 1式 (A=287.4ha)

経営体育成基盤整備事業

（排水対策型） H22～H23 118,000  

経営体育成基盤整備事業

（排水対策型） H22～H25 441,000  

経営体育成基盤整備事業

（通作条件整備型） H22～H25 240,000  通作道路施設保全対策 1式 （L=13.5km）

集落基盤整備事業

（基幹水利施設保全型） H22～H26 300,000  排水路整備 L=1,207m （A=226.2ha）

集落基盤整備事業

（水管理省力型） H22～H26 1,823,000  

合　　計 6,018,638  

暗渠排水工 A=6.4ha

福井県

坂井北部

坂井南部
排水

酒生

六条排水

福井県

福井県

福井県

排水路整備 Ｌ=1,981m （A=41.7ha）

排水路整備 Ｌ=29.3m、樋管工 1式 （A=58.2ha）

福井県

本堂 福井県

暗渠排水工 A=0.5ha

用水路工(PL) Ｌ=4,097m (A=308.7ha)

区画整理工 A=8.2ha

農　　山　　漁　　村　　地　　域　　整　　備　　計　　画

事　　業　　名 総事業費 主な事業内容等

①生産基盤の整備を進めることにより、将来にわたり適切に維持・保全できる優良農地面積を平成21年度末より937ha拡大す
る。

②老朽化等により機能低下を生じている農道施設を修繕・補強することにより、13.5kmの農道の施設機能の保全を図る。

　本計画は、ふくいの農業・農村再生計画を基本に実施するものとし、営農の省力化に寄与してきた土地改良施設を将来に
わたって適切に保全するとともに、基幹作物である米の品質や転作作物の生産拡大、園芸の導入や農用地の利用集積など、
土地生産性と農業出荷額の向上を図るため、地域の目指す農業にマッチした生産基盤等の整備を進めていく。
　特に、再生計画で本地域は「企業的経営の拡大」をテーマに、農地の集積や直播等の省力化技術の導入等で超低コストで
良質な米づくりを進める［福井コシヒカリ復活プロジェクト］および、遊休農地を活用した露地野菜の生産拡大等を進める
［園芸・畜産の元気回復プロジェクト］により、集落営農組織等が行う低コストで省力的な大規模稲作経営や雇用導入・企
業参入による大規模園芸経営を推進することとしている。
 このため、再生計画の地域別目標値の達成に向け、各種施策の実施とあわせ、本整備計画においては、経営体育成基盤整備
事業や集落基盤整備事業を実施する。

滝

福井県下市

福井県

沖田用水

福井県

岡保



坂井北部地区
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